
令和７年度　松阪市子ども支援研究センター　研修講座
Ａ．教科・領域指導研修　＜教科指導スキルアップのための講座＞

番 号 講師（敬称略） 会 場 定員 対象

９：３０

１２：００

１４：００

１６：３０

１４：００

１６：３０

９：３０

１２：００

１４：００

１６：３０

Ｂ．教育課題別研修　＜今日的教育課題について学ぶ講座＞

番 号 講師（敬称略） 会 場 定員 対象

１４：００

１６：３０

９：３０

１２：００

１４：００

１６：３０

９：００

１１：３０

１４：００

１６：３０

１４：００

１６：３０

１４：００

１６：３０

９：３０

１２：００

１４：００

１６：３０

９：３０

１２：００

９：３０

１２：００

13：30

１５：３０

９：００

１１：３０

１４：００

１６：３０

９：３０

１２：００

１４：００

１６：３０

９：３０

１２：００

９：３０

１２：００

Ｃ．専門研修　＜該当する者が専門領域について学ぶ講座＞

番 号 講師（敬称略） 会 場 定員 対象

１４：００

１６：３０

１４：００

１６：００

１４：００

１６：３０

９：４５

１２：００

１３：００

１６：３０

13：２0

１６：４０

D．放課後スキルアップ研修　＜放課後の１時間で教育課題について学ぶ講座＞　

番 号 講 座 名 申込方法 会 場 定員 対象

１５：４５

16：45

１５：４５

16：45

※　予定を変更する場合があります。最新の情報は、子ども支援研究センターホームページを確認ください。

※　オンライン研修(Zoom)を受講される方には、研修会までに、受講するためのID、パスワードをご案内します。

※　「県連携」講座は、県教育委員会研修推進課と連携しています。旅費は県費による研修旅費にて支給されます。 【予算コード：小学校１１８１－２２　中学校１１８３－２２】

※　受講申込は、子ども支援研究センターホームページまたは、右の二次元コードから申し込みください。
　　 担当者、該当者用（緑色のボタン），希望者用（黄色のボタン）の申込フォームがあります。【申込は、５月１６日（金）１６：００開始、７月４日（金）締切です】
　　 締切後も定員に達していない講座はフォームで受付可能ですが、各校への申込者の報告は7月４日までのものとなります。

※　今年度は当日の資料配布を行いません。申込フォームの送信後の確認メールにて、当日の資料をダウンロードするためのURLをお知らせします。
　　 ２日前までには資料をアップロードしますので取得ください。必要でしたら印刷して持参ください。

※　「定員」は、参加者が会場に来て研修を受けられる上限数です。定員を超えた場合は、ハイブリット型の研修にする場合もあります。
　　 その際は、後日学校に連絡します。なお、「集合研修」は担当者が優先となります。

初任者
申込不要

２，３年次
希望者

調整監
総括主幹

松阪図書館 ―

B-15 8月29日 金 特別支援教育

初任者研修
（第1５回校外研修）

C-５ 5月20日

火
初任者研修

（第14回校外研修）

1人1台タブレットの活用について
松阪市内教職員用タブレット「まつさか研修ナビ」内の

GIGA_LABより申込できます。
子ども支援研究セン
ターまたはオンライン

10人
程度

実 施 日

子ども支援研究
センター　他

―

松阪市立嬉野中学校 ―

D-1 月1・2回程度 GIGA_LAB　研修会

月 ２，３年次研修（推奨）

館長郷土教育と教材づくり 松本　吉弘 旧長谷川治郎兵衛家等３館

「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けて

菊池　省三

火

C-４ 5月20日

事務職員事務職員の仕事を考えよう（仮）
西山　恵子
小牧　一貴

山室山小学校
鎌田中学校

教授
子ども支援研究

センター
―

初任者
申込不要

初任者のための
「子どもとの関係づくりと学級づくり」

玉置　崇 岐阜聖徳学園大学教育学部

A 事務職員研修C-3
1～2月

上旬

C-1 6月27日
課長補佐
兼　班長

該当者

C-2 7月4日

金 マスター・ベーシック研修Ⅰ
管理職に求められるリーダーシップに
ついて～　学力向上に向けた取組　～

若林　崇之
三重県教育委員会事務局

学力向上推進プロジェクトチーム
学力推進班

課長 嬉野公民館大会議室 ― 該当者管理職の学校運営について 三田　篤金 マスター・ベーシック研修Ⅱ

希望者すぐに保育にいかせる環境構成 水津　幸恵 三重大学教育学部 准教授
ワークセンター松阪

多目的ホール
200

希望者
発達に特性のある子どもに対する

支援について
安田　誠人 花園大学社会福祉学部臨床心理学科 教授

ワークセンター松阪
多目的ホール

200

嬉野公民館大会議室 ―

所 属

松阪市教育委員会事務局
学校教育課

実 施 日 講 座 名

ワークセンター松阪
多目的ホール

200

B-17 8月23日 土 乳幼児教育Ⅱ

B-18 7月26日 土 乳幼児教育Ⅲ

希望者

B-16 8月2日 土 乳幼児教育Ⅰ

もう一つの発達障害　ー愛着障害と
　　　　　 リ・トラウマ現象についてー

志村　浩二 嬉野公民館大会議室 90

希望者
明日から使える「乳幼児の

非認知能力を育むレクリエーション」
堀川　ゆみ子 三重県レクリエーション協会

90B-14 8月4日 月 特別支援教育 希望者
子ども・保護者との関係づくり、

対話方法について
小栗　正幸 特別支援教育ネット 代表 嬉野公民館大会議室

生徒指導Ⅱ

担当者
希望者

B-13 8月21日 木

生徒指導Ⅰ
『新たな時』の教師のための

ソーシャルスキル（仮）
河村　茂雄

早稲田大学教育・総合科学学術院
教育学部

教授

200
担当者
希望者

　　Q-Uの分析方法と学級づくり
〜心理学の視点から、エンゲージメント
             の構成要素について考える〜

青木　俊幸 三重県スクールカウンセラー オンライン

嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

B-12 8月26日 火

水 人権教育Ⅲ 反差別のなかまづくりについて 小倉　孝祐 三重県人権教育研究協議会B-11 8月27日

嬉野公民館研修室 60

部落問題学習の進め方 三輪　雄太 三重県人権教育研究協議会 嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

担当者
希望者

B-10 8月8日 金 人権教育Ⅱ

部落問題学習の進め方 坂本　陽平
三重県教育委員会事務局
人権教育課市町支援班

指導主事 嬉野公民館大会議室 90

担当者
希望者

B-9 8月22日 金 人権教育Ⅰ

教室から広がる多文化共生
～フィリピンでの経験を活かして～（仮）

堤　真人
JICA三重県デスク

国際協力推進員（外国人材・多文化共生）
嬉野公民館大会議室 90B-8 8月19日 火 外国人児童生徒教育

食育

嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

B-7 8月4日 月

水 健康教育
不登校児童生徒のチーム支援について

（仮）
早川　武彦 社会福祉士・臨床心理士・公認心理師

70
担当者
希望者

子どもを引き付ける
授業技術と指導スキル

谷　和樹 まつさか公民館講座室

B-6 7月30日

火 郷土教育 　

担当者
希望者

学校における生成AIの利活用について 吉田　塁
東京大学大学院工学系研究科
附属国際工学教育推進機構

館長 嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

郷土の偉人に学ぶ 松本　吉弘 旧長谷川治郎兵衛家等３館B-5 8月26日

木 情報教育 　B-4 7月31日

90

准教授 オンライン 200

担当者
希望者

B-3 8月5日

月 「未来を切り拓く力」育成講座Ⅱ
総合的な学習の時間 　

探究的な学びにおけるＩＣＴ活用と
情報活用能力の育成

泰山　裕 中京大学教養教育研究院

教授 嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

7月25日

教授 嬉野公民館大会議室

実 施 日 講 座 名 所 属

外国語活動/外国語 県連携
小学校と中学校をつなぐ英語指導
～言語活動の充実と指導改善～

阿野　幸一
文教大学国際学部国際理解学科
文教大学大学院国際学研究科

教授

准教授 オンライン 200
担当者
希望者

7月28日

金 「未来を切り拓く力」育成講座Ⅰ
カリキュラム・マネジメント 県連携 深い学びへと誘う教師の指導性

嬉野公民館大会議室 90 希望者

A-4 7月25日 金

算数・数学 県連携
算数の授業づくり

～知っておきたい指導技術～
森本　隆史 筑波大学附属小学校 教諭

嬉野公民館大会議室 90
担当者
希望者

松阪市のタブレット活用状況調査の
分析とこれからの授業デザイン

北澤　武 青山学院大学教育人間科学部教育学科 教授授業づくり 県連携

90 希望者

A-2 7月29日 火

国語 県連携
国語の授業、日頃の指導での困りごと、

ともに解決しましょう
ー模擬授業を交えて－

木村　祐子 松阪市立第一小学校 元校長

嬉野公民館大会議室 90 希望者
主体的・対話的で深い学びを育む

国語科授業づくり
白坂　洋一 筑波大学附属小学校 教諭国語 県連携

嬉野公民館大会議室

玉川大学教職大学院 教授

実 施 日 講 座 名 所 属

A-1 8月5日 火

A-3 7月28日 月

A-5 8月29日

児童発達支援センター「エンジョイ　ウェル
ヴィレッジ」センター長　及び
(株)エンジョイ療育特別顧問

金

これからの言語能力の育成
−教科横断的な視点を取り入れて−

(仮)
守田　庸一 三重大学教育学部教職大学院

B-2

石井　英真 京都大学大学院教育学研究科B-1

火 「未来を切り拓く力」育成講座Ⅲ
学習の基盤となる言語能力 　

松阪市学級経営マイスター

子ども支援研究セン
ターまたはオンライン

― 希望者D-2 月1・2回程度
「未来を切り拓く力」

育成に向けた教職員講座
自ら学び、進化する教職員研修

下の二次元コードリンク先の子ども支援研究センターホームページ内
「未来を切り拓く力」育成に向けた教職員講座申込

（オレンジ色のボタン）より

C-６ 6月30日

希望者

申込はこちら


